
第１学年 国語科学習指導案 
授業者：大石 美樹（１年１組） 

 

 

 

 

 

１ 単元名 「じゃんけんやさん」をひらこう 

  教材名 「じゃんけん」（東京書籍 １年下）   

 

２ 単元の系統性 A話すこと・聞くこと 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 本単元で付けたい【資質・能力】と設定した言語活動 

 

 

 

 

 

 

 

【2019年度 研究テーマ】 学びに熱中する子どもの育成  

―「見方・考え方」を働かせて，学びを深める国語科授業づくり― 

【設定した言語活動】 
六年生を送る会で，外国の「じゃんけんやさん」を開い
て，紹介して楽しむ活動 
 
言語活動例 ア 紹介や説明，報告など伝えたいこと
を話したり，それらを聞いて声に出して確かめたり感
想を述べたりする活動 

【学びに向かう力，人間性等】 
☆外国のじゃんけんを伝えることに関心をもち，相手に楽しんでもらうために分
かりやすく話そうとする姿 

 

 

 

【思考力，判断力，表現力等】 
☆大事なことを落とさないように，順
序に気を付けて説明する力 
 
≪Ａ⑴ア話題の設定，情報の収集，内容の
検討≫身近なことや経験したことなどか
ら話題を決め，伝え合うために必要な事柄
を選ぶこと。 
≪Ａ⑴イ構成の検討，考えの形成≫相手に
伝わるように，行動したことや経験したこ
とに基づいて，話す事柄の順序を考えるこ
と。 

 

【知識及び技能】 
☆説明に必要な事柄の順序を考えて，絵や身振り
を使いながら説明する力 
 
≪⑵ア情報と情報との関係≫共通，相違，事柄の
順序など情報と情報との関係について理解する
こと。 

〇
紹
介
し
た
い
こ
と
を
調
べ
、
資
料
を
使
っ
て

分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
力 

〇
身
近
な
こ
と
や
経
験
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
話

し
た
い
こ
と
を
選
び
、
話
の
組
み
立
て
に
沿

っ
て
み
ん
な
の
前
で
丁
寧
な
言
葉
で
話
す
力 

〇
伝
え
た
い
こ
と
が
聞
き
手
に
分
か
り
や
す
い

よ
う
に
工
夫
し
な
が
ら
順
序
よ
く
説
明
す
る

力 

【第１学年】 【第２学年】 【第３学年】 

こ
れ
ま
で
に
付
い
て
い
る
力 

〇
調
べ
た
結
果
を
ポ
ス
タ
ー
に
ま
と
め
、
分
か

っ
た
こ
と
や
考
え
た
こ
と
を
分
か
り
や
す
く

報
告
す
る
力 

本
単
元
で
付
け
た
い
力 

相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
話
の
構
成
を
考

え
、
順
序
よ
く
話
す
力 

【第５学年】 

〇
調
べ
た
こ
と
を
伝
え
た
い
内
容
や
目
的
に
合

わ
せ
て
作
成
し
た
資
料
を
用
い
て
説
明
す
る

力 

〇
考
え
た
こ
と
を
資
料
を
効
果
的
に
活
用
し
て

プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
す
る
力 

【第６学年】  

こ
れ
か
ら
付
け
る
力 

【第４学年】 【中学校第１学年】 

〇
自
分
の
考
え
や
根
拠
が
明
確
に
な
る
よ
う
に
、
話
の

中
心
的
な
部
分
と
付
加
的
な
部
分
、
事
実
と
意
見
と

の
関
係
な
ど
に
注
意
し
て
、
話
の
構
成
を
考
え
る
力 



４ 単元について  
⑴ 児童の実態 

学習意欲があり，どんな学習にも楽しみながら進んで取り組む児童が多い。しかし，話すことにお 
いては，自分の考えや思いを積極的に言いたい児童と消極的な児童とに分かれている。また，伝えた 
いことが簡潔に話せなくて相手に伝わらないことも多い。基本的な文型（主語と述語）を使った丁寧 
な言い方や姿勢や口形，発音等，これまでに学習してきたことを使って話せるように，その都度確認 
しながら学習を進めている。また，発問や指示の内容をしっかり聞き取ることに課題がある児童も多 
い。指示等を簡潔に伝えたり，黒板に提示し見て進められるようにしたりといった工夫をしながら， 
「聴き方」の指導も日常的に行っている。 

⑵ 教材の特性 
本教材は，「話すこと・聞くこと」の「説明・報告」の系統として位置付けられている。そこで， 

ＡＬＴの先生との交流をきっかけにして，六年生を送る会で六年生に外国のじゃんけんを説明して 
一緒に楽しむという活動を設定した。じゃんけんは，子どもたちを取り巻く環境がどのように変わっ 
ても，変わることなく伝承されている不思議な魅力をもった遊びである。また，何かを決定する方法 
の一つとしても使われている。前単元の「いろいろなやりかたをくらべてかんがえよう～歯がぬけた 
らどうするの～」で学んだ力等を活用して，遊びや生活の中で慣れ親しんでいる日本のじゃんけんと 
比べながら，外国のじゃんけんについて調べたり考えたりする。興味ある外国のじゃんけんであって 
も，六年生がその仕組みを理解できなければ遊ぶことはできない。六年生に分かるように説明して一 
緒に楽しみたいという児童の思いから，説明に必要な事柄を順序よく話すことの必然性を感じ取る 
ことができる教材であると思われる。 

⑶ 指導の文脈 
本単元は，調べた外国のじゃんけんのお店を開いて，大好きな縦割り班の班長さんたち六年生と一 

緒に楽しむという単元のゴールを設定した。相手意識や目的意識をより強くもって，自ら進んで活 
動に取り組むことが期待できる。 
一次では，学習の見通しを立てる活動として，じゃんけんのどのようなことを説明したらよいのか 

について，学習したことをもとに児童から引き出し，単元の全体像を押さえるようにする。外国のじ 
ゃんけんを調べたり決めたりする際には，前単元「いろいろなやりかたをくらべてかんがえよう～歯 
がぬけたらどうするの～」で身に付けた「文章を読んで似ているところや違うところを見付ける力」
「文章の内容と自分の経験を結び付けて，お気に入りのやり方を見付け伝える力」を意識的に活用で
きるようにしたい。日本のじゃんけんと似ているところや違うところを考えることで，説明に必要な
ことは何かについてもより明確になるのではないかと思われる。 
二次では，説明する内容のまとまりごとに説明原稿を書きながら，説明する練習をするようにした 

い。一年生という発達段階や児童の実態を踏まえて，スモールステップで練習を積み重ねていくこと 
で全員の児童が自信をもって説明できるようにしたいと考える。説明の初めには，「どこの国のじゃ 
んけんなのか」，「何でじゃんけんするのか」について大事な言葉を落とさないように原稿に書かせ 
る。次に「勝ち負けの仕組み」については，絵をもとに原稿を書いたり，絵を指し示しながら説明し 
たりすればよいことに気付かせたい。さらに，「じゃんけんのやり方」については，絵をもとに身振 
りを使うことでより分かりやすいということにも気付かせるようにしたい。説明の練習をする際に 
は，話し手と聞き手の両方を体験してアドバイスし合うようにする。既習の姿勢や声の大きさ，発音 
や速さ等についても意識できているか確認したい。 
三次の六年生を送る会本番の後の振り返りでは，六年生からの感想やアドバイスを聞き，伝えたい 

ことを話すために大切なこととしてまとめ，学習貯金として残しておくようにする。 
 

５ 単元の目標と評価規準 

⑴ 単元の目標 外国のじゃんけんの仕組みや遊び方について，聞き手に伝わるように，順序よく説明

することができる。 

⑵ 単元の評価規準 

【知識・技能】 
【思考・判断・表現】 
≪話すこと・聞くこと≫ 

【主体的に学習に取り組む態度】 

○説明に必要な事柄の順序を考
えて，じゃんけんの絵や身振
りを使いながら話している。 
≪⑵ア情報と情報との関係≫ 

〇「話すこと・聞くこと」において，自
分の興味ある外国のじゃんけんの仕組
みを理解して，三つの観点に即して，
説明に必要な大事なことを選んでい
る。≪Ａ⑴ア 話題の設定， 

情報の収集，内容の検討≫ 
○「話すこと・聞くこと」において，外
国のじゃんけんを伝えるために，大事
なことを落とさないように順序に気を
付けて説明している。  
≪Ａ⑴イ 構成の検討 考えの形成≫ 

○聞き手に伝わるように，絵や
身振りを使いながら，大事な
ことを順序よく話そうとして
いる。 



⑶ 単元の学習内容と評価規準（全９時間） 

 

 

 

 

 

 

次 

学習内容 

児：見方・考え方を成長させる姿 

知
・
技 

思
判
表 

態
度 

評価規準 

【評価方法】 

０ 
 

次 
 

 

（学級活動） 

・ＡＬＴのショーナ先生と外国語のじ

ゃんけんなどで交流する。 

児：他の外国のじゃんけんってどんな

やり方なのかな。 

 
   

 

一 
 

次 

 

第１時 

・前時の交流から，「じゃんけんやさ

ん」を開き外国のじゃんけんを六年生

に分かるように説明するという学習課

題を設定し，学習の見通しを立てる。 

児：六年生と外国のじゃんけんで楽し

むためには，何でじゃんけんして，

勝ち負けはどうやって決まるのか調

べなくちゃ。 

 

 〇 

 

 

〇外国のじゃんけんを説明するために

必要な事柄や図に気付いている。 

【行動観察・発言・ノート】 

≪Ａ⑴ア話題の設定， 

情報の収集，内容の検討≫ 

 
 
 
 
 
 
 
 

二 
 

次 

 

第２・３時 

・興味ある外国のじゃんけんについて

調べる。 

・教材文を読み，日本のじゃんけんの

仕組みについて，「使うもの」「勝ち負

けの仕組み」「身振り」という観点で

確かめる。 

児：外国のじゃんけんについても，三

つのことについて調べることができ

たよ。 

 〇   

 

〇自分が興味のある外国のじゃんけん

の仕組みを理解して，三つの観点に即

して，説明に必要な大事なことを選ん

でいる。 

【ノート・行動観察】 

≪Ａ⑴ア話題の設定， 

情報の収集，内容の検討≫ 

 

第４時 

・説明の初め（国名，何でじゃんけん

するか）の原稿を書いて練習する。 

児:まず初めに，どこの国のじゃんけ

んか，じゃんけんを何でするか言わ

ないといけないよね。 

 

 

 
 
 
 
 

 

〇 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

〇 

 

 

 

〇外国のじゃんけんを伝えるための大

事なことを落とさずに原稿を書き練習

している。 

【原稿・行動観察】 

≪Ａ⑴イ構成の検討，考えの形成≫ 

設
定
し
た
言
語
活
動 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
や
さ
ん
」
を
開
い
て
、
外
国
の
じ
ゃ
ん
け
ん
に
つ
い
て
六
年
生
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
活
動

 

 
 

 

付
け
た
い
力 

 

相
手
に
伝
わ
る
よ
う
に
、
話
の
構
成
を
考
え
、
順
序
よ
く
話
す
力 

単元名 いろいろなやりかたをくらべてかんがえよう 教材名「歯がぬけたらどうするの」 

・文章を読んで似ているところや違うところを見付ける力 

・文章の内容と自分の経験を結び付けて，お気に入りのやり方を見付け伝える力 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

第５時 

・説明の中（勝ち負けの仕組み）の原

稿を書いて練習する。 

児:何が何に勝つか話す時に，絵の矢

印の順番に説明したら分かりやすい

んじゃないかな。 

 

〇     

 

〇じゃんけんの勝ち負けの仕組みにつ

いて，絵と関係付けながら原稿を書き

練習している。 

【原稿・行動観察】 

≪⑵ア情報と情報との関係≫ 

 

第６時 

・説明の終わり（やり方）の原稿を書

いて練習する。 

児:じゃんけんのやり方は，言葉で説

明するだけでは分かりにくいので，

どのように体を使ってやるのか，練

習しておこう。 

 

〇 

  

 

〇じゃんけんのやり方の原稿を書き，

身振りをしながら練習をしている。 

【原稿・行動観察】 

≪⑵ア情報と情報との関係≫ 

 

第７時（本時） 

・説明の練習をする。 

児:絵を指しながら説明したり，じゃ

んけんのやり方をやって見せたりし

たら，友達や先生と楽しくじゃんけ

んをすることができたよ。 

 

 〇  

 

〇絵や身振りを効果的に使いながら，

大事なことを順序よく話す練習をして

いる。 

【行動観察・発言・原稿】 

≪Ａ⑴イ構成の検討，考えの形成≫ 

三 
 

次 

 

第８時 

・「じゃんけんやさん」を開く。 

児：大事なことを抜かさず，順番に説

明したので分かってもらえて，一緒

にじゃんけんができたよ。 

 

  

 

  〇 

 

〇聞き手に伝わるように，絵や身振り

を使いながら，大事なことを順序よく 

話そうとしている。 

【発表】 

≪主体的に取り組む態度≫ 

 

第９時 

・単元の学習を振り返る。 

児：伝えるために必要なことを選んで

絵や身振りを使いながら順序よく話

すことは，いろんな場面で大事だ

な。 

 

〇   

 

〇聞き手に分かりやすく順序よく伝え

るために，大事なことを選んだり図や

身振りを効果的に使ったりできたか振

り返っている。  【発言・ノート】 

≪⑵ア情報と情報との関係≫ 

【単元で育成した資質・能力の活用】 
〇聞き手に説明するために必要なことを選び，分かりやすく伝わる工夫をして順序よく話すこと。 
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語
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さ
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て
、
外
国
の
じ
ゃ
ん
け
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に
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い
て
六
年
生
に
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
活
動

 

 
 

 
 

 

 

付
け
た
い
力 

 

相
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に
伝
わ
る
よ
う
に
、
話
の
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成
を
考
え
、
順
序
よ
く
話
す
力 

 

す
る
力 



６ 本時の学習 

⑴ 目標 聞き手に分かりやすく説明するために大事なことを理解して，説明に使う図や身振りを効

果的に使いながら練習することができる。 

⑵ 問うべき問い 「勝ち負けの仕組みややり方をもっと分かりやすく伝える工夫はないかな？」 

⑶ 評価規準 〇絵や身振りを効果的に使いながら，大事なことを順序よく話す練習をしている。    

【行動観察・発言・原稿】 

 

学
習
活
動 

 

〇
教
師
の
手
立
て 

 
★

評
価
規
準 

 

１ 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
や
さ
ん
」を
開
く
。 

〇
聞
き
手
（
先
生
）
の
前
で
説
明
し
て
、
う
ま
く
じ
ゃ
ん
け
ん
が
で
き
る
か
試
す
よ
う

に
す
る
。 

 

 

２ 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
や
さ
ん
」
を
開
い
て
、
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
こ
と
・
困
っ
た
こ
と
に
つ
い
て

出
し
合
い
、
改
善
点
に
つ
い
て
話
し
合
う
。 

 
 

〇
既
習
の
話
し
方
（
姿
勢
・
声
の
大
き
さ
・
速
さ
等
）
に
つ
い
て
は
掲
示
物
で
確
認
す

る
程
度
で
、
説
明
で
使
う
図
や
身
振
り
の
効
果
的
な
使
い
方
を
中
心
に
考
え
さ
せ

る
。 

【
問
う
べ
き
問
い
】 

「
勝
ち
負
け
の
仕
組
み
や
や
り
方
を
も
っ
と
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
工
夫
は
な
い
か
な
？
」 

 

３ 

友
達
ど
う
し
で
説
明
の
練
習
を
し
合
い
、
工
夫
に
つ
い
て
確
か
め
る
。 

〇
練
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
全
体
で
確
認
し
た
後
、
グ
ル
ー
プ
ご
と
に
練
習
さ
せ
る
。 

◎
説
明
の
大
事
な
言
葉
を
抜
か
さ
ず
に
、
順
序
よ
く
話
す
。 

じ
ゃ
ん
け
ん
の
勝
ち
負
け
の
仕
組
み 

①
勝
ち
負
け
の
説
明 

②
理
由 

・
絵
を
う
ま
く
使
う
。（
絵
の
→
の
順
番
に
沿
っ
て
、
指
し
示
し
な
が
ら
説
明
す
る
。） 

じ
ゃ
ん
け
ん
の
や
り
方 

①
こ
の
よ
う
に 

②
動
き
の
説
明 

・
身
振
り
を
見
せ
る
。（
説
明
と
同
時
に
体
を
使
っ
て
見
せ
る
。） 

 

   

４ 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
や
さ
ん
」
を
開
き
、
考
え
た
工
夫
で
分
か
り
や
す
い
説
明
に
な
っ
た
か
確

か
め
る
。 

 
 

 

○
初
め
に
聞
い
て
も
ら
っ
た
先
生
に
再
度
説
明
し
て
じ
ゃ
ん
け
ん
を
し
、
コ
メ
ン
ト

（
分
か
り
や
す
く
な
っ
た
か
）
を
も
ら
う
よ
う
に
す
る
。 

５ 

振
り
返
り
を
す
る
。 

〇
一
回
目
の
練
習
と
最
後
の
練
習
と
を
比
べ
て
よ
く
な
っ
た
と
こ
ろ
と
足
り
な
い
と

こ
ろ
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
、
次
時
に
つ
な
ぐ
よ
う
に
す
る
。 

  

◎本時の学習で国語的な見方・考え方を働かせている姿とは？ 

外国のじゃんけんを聞き手に分かりやすく紹介するために，「じゃんけんの勝ち負けの仕組み」と絵を

関係付けて勝ち負けの二者関係とその理由を説明する姿，「じゃんけんのやり方」と身振りを関係付けて

「このように」などの指し示す言葉と動作を表す言葉を使って説明する姿。 

 

 

 

 

「
じ
ゃ
ん
け
ん
や
さ
ん
」
を
ひ
ら
い
て
、
う
ま
く
せ
つ
め
い
で
き
る
か
た
め
し
て
み
よ
う
。 

 ★

絵
や
身
振
り
を
効
果
的
に
使
い
な
が
ら
、
大
事
な
こ
と
を
順
序
よ
く
話
す
練
習
を
し

て
い
る
。 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

【
行
動
観
察
・
発
言
・
原
稿
】 

 


